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人え研究 大阪市立大学大学院文学研究特妃要

第64巻 2013年3月 77頁-93百

双方向イマージョン・プログラムを
実施するチャーター・スクール

研究論文

アカウンタヒリティとパイリンガリズムを両立した意義とその要因

滝沢 潤

本稿は、カリフォルニア州サクラメント市において双方向イマージョン・プログラムを実

施する TheLanguage Academy of Sacramentoがチャータ ・スクールとして創設され、

そ白後、教育成果が認められてチャ ターを更新したプロセスの考察を通じて、双方向イマー

ジョン・プログラムを実施するチャーター・スクールが、アカウンタビリティとパイリンガ

リズムを両立させた意義とその要因について考察した。考察の結果、以下のことが明らかと

なった。アカウンタピリティとパイリンガリズム白両立の意義として、州という高次・広域

レベルにおける州民の教育意思〔アカウンタピリティ)と LASを選択した保護者・児童・

生徒町教育意思(パイリンガリズム)を両立させ、社会統合理念として白パイリンガリズム

の可能性を示したこと、また、そ白要因として、児童・生徒の社会経済的条件を配慮したチャー

タ の更新基準の設定と、保護者の教育意思の変容を促し、言語マイノリティの潜在的な教

育ニーズを保障した言語マイノリティ教育に関する教員の専門性が挙げられる。

1 研究の目的および方法

「移民国家」アメリカでは、教授・学習言語、教科内容としての言語、あるいはそれらの前

提となる教育目的(子どもを英語のモノリンガノレに育てるのか、あるいはパイリンガノレに育て

るのか)といった公教育の性格を決定づける側面において、英語以外の言語(マイノリティ言

語)および英語以外の言語を第一言語とする言語マイノリティの存在が非常に大きな意味を持っ

てきた。本研究が対象とするカリフォノレニア州は、言語マイノリティの児童・生徒数が全米で

最大規模1)であり、言語マイノリティの第一言語を用いるパイリンガル教育の公立学校での

実施を巡って激しい政治的社会的対立が続いてきた。この対立の根幹には、アメリカ社会を英

語のモノリンガノレな社会として把握するのか、それともパイリンガルの社会として構想するの

かという国家像・社会像の対立があった2)。

こうした対立が続く中、 1998年に州民投票・提案2273)が可決され、公立学校におけるパ

イリンガノレ教育が「事実上」廃止された。提案227は、同州の公立学校におけるパイリンガノレ

教育が英語能力の習得と英語による学力向上に対するアカウンタビリティ(結果責任)を果た

してこなかったとの認識に立つものであった九提案227可決後は、英語に対するアカウンタ

ビリティが強く求められるなかで、公教育においてパイリンガノレ教育を実施するのは非常に困
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難な状況にある。実際、提案227可決10年後の 2008-2009年度では、逮常の英語のみによる

授業を受けるための十分な英語能力を持っていないとして英語学習者 (EnglishLearner、以

下ELと略称。)に認定された児童・生徒のうちパイリンガル教育を受けているのは、 4.9%に

過ぎなし、。これは、提案227施行直前の 1997-1998年度の 29.1%と比較しておよそ6分の lで

ある九このように提案227は、州の公教育における英語のモノリンガリズムを普及・浸透さ

せるのに大きな「効果」を発揮してきたと言える。

このような状況のもとでパイリンガリズム(二言語使用)を志向し、ノミイリンガノレ教育を実

施する場合、英語および(英語以外の)マイノリティ言語の能力と、両言語での学力向上に効

果的な教育方法を採用しつつ、アカウンタピリティを明確な形で証明する制度が求められる。

このような観点から注目されるのが、英語習得と学力向上の有効性が実証されてきた、英語と

マイノリティ言語を使用する双方向イマージョン・プログラム (Two-Way Immersion pro-

gram、以下、 TWIと略称。)を、アカウンタビリティが制度の根幹に位置づくチャーター・

スクール (CharterSchool)として実施する学校である。

そこで本研究は、カリフオノレニア州サクラメント市において双方向イマーション・プログラ

ムを実施する TheLanguage Academy of Sacramento (以下、 LASと略称。)がチャーター・

スクーノレとして創設され、その後教育成果が認められてチャーターを更新したプロセスの考察

を通じて6)、双方向イマージョン・プログラムを実施するチャーター・スクーノレが、アカウン

タビリティとパイリンガリズムを両立させた意義とその要因について明らかにする。

チャーター・スクールのアカウンタピリティや教育の多様化については多くの先行研究の蓄

積がある 7)。しかし、双方向イマージョン・プログラムを実施するチャーター・スクーノレにつ

いて考察したものは、管見の限り見あたらない。

2 アカウンタヒリティを証明する最適な学校形態としてのチャーター・スクール

提案227は、 ELに認定された児童・生徒が、ほとんど全ての授業を英語で行う Sheltered

English Immer羽田(以下、 SEIと略称。)を実施するクラスで学ぶことを規定している。た

だし、提案227には適用除外規定 (W剖verめがあり、保護者が申請し、一定条件9)を満た

した場合、その子どもがパイリンガル教育(双方向イマージョン・プログラムはそのー形態)

を受けることができる。この適用除外規定に加えて、学校の自律性を保障されたオーノレタナティ

プ・スク ル (AlternativeSchoollO))、チャーター・スクーノレ11)においてもパイリンガル教

育の実施が可能である。先に提案227が公立学校におけるパイリンガル教育を「事実上」廃止

するものであると述べたのは、こうした理由による。

これらパイリンガノレ教育(双方向イマージョン・プログラム)を実施可能とする諸形態のう

ち、後で詳述するように、チャーター・スクールは、「英語による」測定可能な児童・生徒の
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学習成果に対するアカウンタピリティが求められ、チャ ター更新(学校の存続)の基準にも

それが明確に位置つけられている 12)。このようにチャーター・スクールは、制度の根幹にア

カウンタピリティが位置づいており、学校の存廃にかかわってアカウンタピリティを明確な形

で証明することが必要となる。そのため、アカウンタピリティが強調されている提案227可決

後の言語マイノリティ教育において、チャーター・スクーノレは公立学校のアカウンタヒリティ

を証明する最適な学校形態であると言える 13)。

以下では、 LASがチャーター・スクーノレとして求められるアカウンタピリティをどのよう

に果たしてきたのかについて考察する。

3 双方向スベイン語イマージョン・プログラム実施する TheLanguage Academy 

of Sacramentoの教育理念

LASは、カリフォノレニア州サクラメント市にチャーター・スク ノレとして 2004年に開校し

た。カリフォノレニア州のチャーター・スクールは、児童・生徒の学習を改善すること、通常と

は異なる、革新的な教育方法を奨励すること、児童・生徒の測定可能な教育成果に対してアカ

ウンタピリティを果たすこと、などを目的とした、独自の統治機構と高い自律性を有する 14)

とともにアカウンタピリティが求められる選択制の学校である。チャーター・スクーノレのチャー

ターの期限(学区との契約期間〕は最長5年間であり、アカウンタピリティを果たしていない

と学区が判断した場合は廃校となる。なお、本稿では、このカリフォノレニア州のチャーター・

スクール法の主旨にもとづき、アカウンタピリティを児童・生徒の測定可能な学習成果に対す

る責任であるとする。

2009年現在、 LASには337人の児童・生徒が在籍している回。 LASは中心となる教育プロ

グラムとして、双方向イマージョン・プログラム (TWI)において英語とともにスペイン語

を用いる双方向スペイン語イマージョン・プログラム (TWSI)同を採用しており、当市で

TWSIを実施する初のチャーター・スクールである。

LASの児童・生徒の学習目標は次のように設定されている 17)。すなわち、①高い学力を達

成すること、②学年レベルの学力基準を満たすか、上回ること、③英語で流暢に話し、読み、

書けるようになること、④スベイン語で流暢に話し、読み、書けるようになること、である。

また、 LASの使命は、英語学習者 (EL)と歴史的に不当に扱われてきた人々の子ども達が

スペイン語と英語の両方で優れた学力を獲得し、生涯にわたって学習することを愛するととも

に、パイリンガノレ、パイリテラノレ(三言語の読み書き)で、多文化的な能力を備えたリーダー

を育てることである。

こ白ように、 LASが学校全体として実施している TWSIは、 EL(スベイン語話者(=言語

マイノリティ))と英語話者(言語マジョリティ)が共にパイリンガノレとなることを主目的と
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し、教授言語として英語とスベイン語を使用することから、上述の提案227とは全く異なる教

育理念に基づくものである。すなわち、 LASは、公教育において円イリンガリズムにもとづ

く教育を実践する学校となっている。また、 TWIは、他のバイリンガノレ教育と比較しでも、

言語マイノリティと英語話者が互いの言語を学びあい、両者がパイリンガノレとなることをめざ

すという大きな特徴を有する。

LASの学年構成は K-8であり、ミドノレ・スク ノレ・レベル (7・8学年)までとなっている。

これは、第二言語による会話と学業成績に密接に関わる学習言語(学習思考言語)を習得する

のに、最低7年を要するという研究成果に基づいている 18)。また、 LASはTWIの有効性を大

規模かっ長期にわたって実証した ThomasとCollierの研究に基っき、英語能力および英語に

よる学力達成における TWIの有効性を示している。この研究は、 ELの第1学年から第 11

学年までの英語の読みのテストの成績推移を①双方向発展型パイリンガル教育 (Two-Way

developmental Bilingual Education、TWIに相当)と②教科学習における ESL(English as 

Second Language taught through academic content、提案227のSEIに相当)やアメリカ

で最も一般的な③移行型パイリンガノレ教育などと比較したものである。英語話者の各学年の成

績の平均を 50点とした場合、 TWIに相当する①のプログラムに在籍する ELは、第7学年時

には英語話者の平均 (50点〕を上回り、第11学年時には 61点となり、提案227のSEIに相

当する②(第 11学年時34点Jや③の移行型パイリンガノレ教育(同35点、)を大きく上回る結

果となっている 19)。

4 The Language Academy of Sacramento創設の経緯即

(1) Fruit Ridge小学校における双方向スベイン語イマージョン・プログラムの開始

LASが現在チャーター・スクーノレとして実施している双方向スベイン語イマ ジョン・プ

ログラム (TWSI)は、元々、現在も校舎の一部や校庭を共有する FruitRidge小学校のオ

ノレタナティブ・プログラム(オーノレタナティブ・スクールのー形態)として 1995年にスター

卜した。双方向イマージョン・プログラム (TWI)の最適なモデノレを決定する際には、全米

の様々な TWIの調査、パイリンガル教育の研究成果の検討、 RosaMolina、LindaLuperini， 

Kathryn Lindholm-Learyといった TWIの専門家の助言を踏まえ90/10モデノレ 21)の採用を

決定した。

オーノレタナティブ・プログラムは選択制であるため、保護者に TWIの目的や有効性を理解

してもらい、選択してもらわなければならない。そこで、教師たちは、月に一回開催される保

護者説明会を通じて TWIに対する理解を深めることに努めた。多くの保護者は子どもに英語

を習得してほしいと願っていたため、この TWIがスペイン語話者にとっても英語話者にとっ

ても加算的 (additive)却であり、第一言語(スペイン語)を犠牲にすることなく、それを維
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持・伸長しながら第二言語(英語)を習得する目的を持つものであることの理解を求めた。そ

して、この目的は、第一言語(スペイン語)の発達が第二言語(英語)の発達を促進するお〉

という第二言語習得理論とその研究成果に基づいていることを繰り返し説明した。

(2)独立型チャーター・スクールとしての TheLanguage Academy of Sacramentoの創設

オーノレタナティブ・プログラムとして双方向スペイン語イマージョン・プログラム (TWSI)

を開始した後も、教員連は学内外の研修に積極的に取り組み、プログラムの改善を継続するこ

とで良い成呆をあげていた。しかし、最初の学年が4年生になった頃には、スペイン語能力の

高い教員の確保が困難であったためスペイン語能力の不十分な教員が授業を担当する、学区が

提供する TWSIの研修機会が非常に乏しい、などの問題があった。また、学区の補助金は、

英語教育プログラムを対象にしたものがほとんどであったため、 TWSIの運営資金を確保する

のが非常に困難であった。こうした状況に対して、 FruitRidge小学校は大規模校であるため、

学校経営を TWSIに焦点、化することが難しいと感じるようになった。そこで、 Quadros校長

(創設時)ら教員グループは、 TWSIを継続していくうえで最善の学校形態を選択するために

チャ ター・スクールのみならず、マグネット・スクーノレ(オーノレタナティブ・スク ノレのー

形態)として開校することの可能性も検討した。結果的には、後で述べる理由からチャーター・

スクールとしての開校を決断した。そこで、教員グループは TWSIに参加している保護者に

対してチャーター・スクーノレの開校についての意向を尋ねた。これに対する保護者の反応はと

ても好意的なもので、チャータ ・スクール創設準備のための中心メンパーとして自主的に専

門家にアドバイスを求めたり、学習会を開催したりするなど、積極的に支援した。また、カリ

フォノレニア州立大学サクラメント校 (CaliforniaState University， Sacramento:通称SAC)

のパイリ Yガノレ・多文化教育学部 (BilingualMulticultural Education Department)には

TWSIに関するカリキュラム編成や教員研修の支援を受けた。

LASがチャータ ・スクーノレを選択した主な理由は、①人事、②財務、③カリキュラムで

あった。

①人事に関しては、教員はサクラメント市統合学区と雇用契約結んでおり、採用後2年でテ

ニュア(終身雇用資格)を得る。教員が各学校に配置される際、テニュアや経歴に基づいて配

置される可能性がある。そのためパイリンガノレ教育に関する専門性を持たないテニュアを得た

教員が、パイリンガノレ教育の専門養成を受けた新任教員より優先的に配置される可能性があっ

た。 TWSIでは、パイリンガノレ教育の専門養成を受けた教員の確保が重要であるが、学区が人

事権を有するオールタナティプ・プログラムのままでは、パイリンガノレ教育の専門性ではなく

テニュアや経歴に基づいて教員が配置される可能性を危慎された。これに対し、チャ ター・

スクールは人事権を有するため、バイリンガノレ教育の専門養成を受けた教員を確実に採用でき

る。
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②財務については、それまでの経験から、サクラメント市統合学区のような大規模学区は、

財政上の決定が遅いと感じることがあった。例えば、スペイン語の教科書や教材の購入申請か

らi決定まで、丸一年を要することもあり、その場合には、教員が教材を作成したり、翻訳した

りしなければならなかった。この点についてもチャーター・スクールは予算編成、執行を独自

に行うことができるため、 TWSIを効率的に実施できる。

③カリキュラムについては、州の2つのスベイン語のコア・カリキュラムのうち、学区は一

つしか採用していなかった。チャーター・スクーノレとなれば、もう一つのカリキュラムを選択

でき、自分たちが考えていたカリキュラムに対応するように修正が可能であったo また、学区

の英語能力開発 (EnglishLanguage Development)のカリキュラムは、 TWSIに対応してい

なかったためこれを変更する必要があったo

LASは、チャーター・スクーノレとして開校する際、独立型(independent)を選択した。力

リフォノレニ7州のチャーター・スクールには他に従属型 (dependent)とされるものがある。

この分類は州のチャ タ ・スクール法に根拠を持つものではなく様々な分類が可能である。

サクラメント市統合学区の場合、学区教育委員会とは別に統治機構(学校理事会)を有するも

のが独立型、学区教育委員会が統治機構において最終決定権限を有しているのが従属型と呼ば

れる。 LASの学校理事会 (GoverningBoard)は、人事、財務、カリキュラムの最終決定権

限をもっ。これに対し、 LASと同じサクラメント市統合学区から認可を受けた従属型チャー

ター・スクーノレの BowlingGreenチャーター小学校の学校理事会は、学区教育委員会であ

り、教職員人事(教職員の採用、解雇、教員配置)は学区教育委員会が最終決定権限を有して

いる 24)。

チャーター・スクーノレの開設準備には、チャーター・スクーノレ開発センター (Char也r

Schools Development Center)やカリフオノレニア・チャ ター・スクーノレ協会 (California

Charter Schools Association、以下、 CCSAと略称。)の支援をうけた。 CCSAには、学区に

申請するチャーターの作成とサクラメント市統合学区への提出の手続きの支援を受けた。

サクラメント市統合学区は、 TWSIを他の児童・生徒の選択肢として期待していたこともあ

り、非常に協力的で、 Quadros校長らと一緒になって疑問点を調べながら LASの創設を支援

した問。

以上のように、 LASは、オールタナティプ・プログラムとしての TWSIの実績と周到な準

備のもとにチャーター・スクーノレを開校したことがわかる。また、 TWSIや教員に対する保護

者の強い信頼がチャ ター・スクーノレとしての開校を大きく後押ししたこともうかがえる。人

事、カリキュラム、財務において高い自律性をもっチャーター・スクーノレ、とりわけ、パイリ

ンガル教育の専門性を有する教員の確保をより確実にし、教育理念の実現をより高いレベルで

追求できる独立型チャーター・スク ノレは、パイリンガリズムの実現にとって重要な制度的な

選択肢であったと言えよう。
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5 The Language Academy of Sacramentoの成果とチャーター更新の基準

チャーター・スクールである LASが、アカウンタビリティを果たすことによってチャーター

を更新し学校が存続することは、 LASが双方向スペイン語イマージョン・プログラム (TWSI)

によってパイリンガリズムに基づく教育実践を継続することと同義である。

カリフォノレニア州のチャーター・スクーノレのチャーターの期限は最長5年間であるため、

2004年創設のLASは、 2008年にチャータ を更新した。カリフォノレニア州のチャーター・

スクール法では、各チャーター・スクーノレは、チャーター更新までに以下の基準のうち最低一

つを満たす必要があるお)。

(1)前年、または、最近3年間のうち 2年、または、3年間合計で、 APIの改善目標 (growth

target)を達成する。

(2)前年、または、最近3年間のうち 2年で、 APIランクの4位から 10位 (10位が最上位。

筆者注)に入る。

(3)前年、または、最近3年間のうち 2年で、人口統計上比較可能な学校のAPIランクで、

4位から 10位に入る。

(4) (A)チャーター・スクーノレの児童・生徒の構成を考慮して、チャーター・スクーノレの

学業成績が、チャータ ・スターJレが設置されている学区内の公立学校に加えて、

チャーター・スクーノレに在籍していなければ在籍しているはずの公立学校と少な

くとも同等であるとのチャーター認可機関の決定。

(B)上の決定は、次のすべての事項にもとづいて決定される。

( i)文章化され、明確で説得力のあるデータ

(ii)アセスメントに基づく児童・生徒の学業成績データで、以下を含むがそれに

限らないもの。標準化テスト報告プログラム (St叩 dardizedTesting and 

Reporting Program: STARプログラム)

この規定にある APIとは、 AcademicPerformance Indexの略称であり、学校ごとに、州

の様々な学力テストを包括した標準化テスト報告プログラム (StandardizedTesting and 

Reporting Program: STARプログラム)の各種テスト(英語、数学、歴史学・社会科学、

理科が含まれるカリフォノレニア標準テスト (CalifomiaStandard Tes旬・ CSTs))など)の得

点を傾斜配点して合計したもので、 200-1000点の値をとる。目標点は800点である。 APIを

主な指標とした、この評価型式は、先行研究に照らせば、測定可能なB的を重視する業績測定

型のアカウンタピリティと分類できょう問。
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チャーター更新の基準に照らすと、 2008年に開設 5年目を迎えた LASは、 2005、2006、

2007年度が対象となるが、(1)(2) (3)のいずれも満たすことはできなかった。しかし、(4)

については、表l、表2に示されるように学区内の公立学校およびチャーター・スクールを選

択しなければ‘在籍したはずの学校 (FruitRidge等)との比較で、その成果を示している。

表1近隣の小学校とLASのAPIの比較(.J部分は最高点)

小学校

年度 LAS FruitRidge FB Kenny OakRidge 

2005 668 641 628 640 

2006 669 649 630 646 

2007 684 676 650 647 

出典 The Language Academy of Sacramento， 2008， p. 4.より筆者作成。

表2 近隣のミ ドル・スクールとLASのAPIの比較( 部分は最高点)

年度 LAS Fem Bacon WillC. Wood 

2005 

---------
665 643 

2006 ------ 647 657 

2007 (LASで最初の第8学年) 684 644 684 

出典 The Language Academy of Sacramento， 2008， p. 29 より筆者作成。

また、図1、2に示されているように、 APIの算出に用いられるカ リフォルニア標準テスト

(CSTs)の英語および数学の第8学年の得点については、さらに大きな成果が認められる。す

でに述べたように、 LASがK-8の9年聞にわたる一貫 したTWSIの実施根拠としていた仮説

(学習思考言語の習得には最低 7年を要する)を実証するものと言える。すなわち、LASは、

近隣の公立学校、 学区、 州と比較して、基礎レベル以下 ((Far)Below Basic)の割合が非常

に低いのに対し、高い習得レベル CProficient/Advanced)の割合が高し、。特に数学は高L、

図1 カリフォルニア標準テス ト(CSTs)の英語得点 (第8学年)

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 

LAS Fern W山 学区州
Bacon C.Wood 

.Proficient/Advanced 

ロBasic

ロ(Far)BelowBasic 

出典 :Language Academy of Sacramento， 2008， p. 4. 
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図2 カリフォルニア標準テスト (CSTs)の数学得点 (第8学年)

100% 

80% 

60% 
.ProfjcientlAdvanced 

40% 
ロBasic

20% 口(Far)BelowBasic 

0% 

LAS Fern Will 学区 州
Bacon C.Wood 

出典:Language Academy of Sacramento， 2008， p. 9. 

習得レベルの割合が69%となっており、顕著な成果をあげている。

また、 LASは、表3に見られるように、保護者、児童 ・生徒から非常に高い評価を得てい

る。例えば、保護者の91%が「自分の子どもの学力向上」に満足し、「教師の指導」にも高い

評価を与えていることから、教師の専門性の高さが伺える。また、保護者のうち、「他の保護

者にこの学校を推薦したいと回答した割合」が98%となっており、選択制の学校である LAS

表3 保護者の満足度に関する調査 (2006-2007年度)

「非常に満足Jおよび
質問

「ある程度満足」の合計

二言語プログラムの構成 91% 

自分の子どもの学力向上 91% 

教師の指導 95% 

自分の関心事に対する対応 90% 

他の保護者にこの学校を推薦したいと回答した割合 98% 

学校の教育活動全体を「良いJまたは「優れているj と回答した割合 96% 

出典 :The Language Academy of Sacramento， 2008， pp. 32・33.

表4 プログラム評価者による児童・生徒調査 (2006-2007年度)※

質 間 「はいJの回答率

二言語の学習を楽しんでいる 98% 

プログラムに参加しているのは幸せである 93% 

プログラムに参加することでより自信が持てるようになった 92% 

二つの言語がより好きにになった 96% 

I:l:IJJI! : The Language Academy of Sacramento， 2008， pp. 33. 
※TWI研究の第一人者である KathrynLindholm-Leary (San Jose State University)がLASの
ために開発し、評価を実値した。
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に対する高い評価が示されている。

また、表4から、児童・生徒は、「プログラムに参加することでより自信が持てるようになっ

た」が92%、「二つの言語がより好きにになった」が96%となっており、英語能力や学力の向

上にとどまらず、学習意欲や自己肯定感の高さ、二つの言語への高い関心などが成果として見

られる。

以上のような LASの教育成果が認められ、 2008年9月にサクラメント市統合学区はチャー

ターの更新を認めた。 Quadros校長は、更新手続きは非常にスムーズにできたとインタビュー

に答えている。

カリフォノレニア州におけるチャーター・スクーノレのチャーター更新については、チャーター

を更新できなかったチャーター・スクーノレが圧倒的に少なく、学力達成が不十分であることを

理由にチャーターを更新できなかったことはほとんどないと指摘されている岨。しかし、前

述のチャーター・スクール法にも規定されているように、チャーター・スクールは革新的な教

育方法と、測定可能な教育成果に対するアカウンタビリティを果たすことが求められ、それを

達成したチャーター・スクーノレが公立学校として存続できる制度である。したがってチャーター

更新に関して重要なのは、更新率ではなく基準の妥当性である。上述の更新基準の(1)(2) (3) 

は、いわば機械的に算定されるものである。一方、 LASが該当した基準 (4)は、当該チャー

ター・スクーノレがある学区内の公立学校に加えて、チャーター・スクールを選択していなけれ

ば在籍していたはずの公立学校と比較するため、英語による学力達成の大きな要因となる社会

経済的条件がほぼ同ーのチャーター・スクーJレを評価するものであり、妥当性があるといえよ

う。その妥当性は、仮に基準 (4)がなければ、革新的な教育方法によって近隣の公立学校等

よりも高い成果をあげ、保護者からも高い支持を得ているチャーター・スクール (LAS)が

当該地域の公立学校として存続できない可能性があることからも明らかである。

この基準 (4)が社会経済的条件を考慮しうるものであることは、先行研究で開発された

「阻害要因指数」によっても確認することができる却。この阻害要因指数は、英語と英語によ

る学力達成に対して高い負の相関を有する 4つの要因(①マイノリティ在籍率(アジア系、フィ

リピン系、白人除く)、(2:給食費の減免率、③EL在籍率、④保護者の低学歴指数制)を合計

し、 4で割ったものである。この指数の満点は 100点であり、得点、が高ければ高いほど学力達

成には不利な条件をもっ学校となる。この阻害要因指数を用いて、 LASのチャーター更新直

前の 20日7年度で比較した場合、 LASが 78.6点であるのに対し、 FruitRidge 71.3点、 FB

Kenny 69.6 .. 点、 OakRidge 74.8 .. 点、 FernBacon 69.9 .. 点、明日11C. Wood 68.6 .. 点、サクラメ

ント市統合学区 51.8点である 31)。ここから、学区平均との比較においてLASは他の近隣の

公立学校と同様に学力達成において不利な条件にあること、そして LASはそのなかでも最も

不利な条件を有していたにも関わらず最も高い成果を収めていることが分かる。

また、 LASのパイリンガリズムの実現において英語とともに重要となるスベイン語につい
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ては、 Standard-basedTest in Spanishからその成果を見ることができる。このテストは、

スベイン語による教育を受けているか、あるいはアメリカの学校での在籍期間が12ヶ月未満

のスペイン語話者の ELを対象とするものある。 LASの第6学年生の結果は、高い習得レベ

ル (Proficient/Advanced)の割合の合計がスペイン語の読み (45%)、算数 (60%)で、と

もに州 (29%、39%)、学区 (39%、58%)を上回っており閥、スペイン語能力およびスペイ

ン語による学力においても成果が認められる。

6 双方向イマージョン・プログラムを実施するチャーター・スクールがアカウンタ

ピリティとパイリンガリズムを両立させた意義

前述したように、チャーター・スクールは、適用除外規定に基づくプログラムやオールタナ

ティブ・スクールとは異なり、学校の存廃にかかわって設定された州レベルの法的要請のなか

で、 API基準の達成、すなわち英語と英語による学力保障に関するアカウンタピリティを果

たすことが求められている。提案227可決後は、この英語に関するアカウンタビリティがさら

に強く求められている。こうした法的枠組みのなかで LASは、アカウンタピリティを呆たし、

チャーターを更新した。これは、州レベノレの英語に関するアカウンタピリティを、それを包含

した教育目的にもとつくプログラム (TWSDのなかで果たし、アカウンタピリティとパイリ

ンガリズムを両立させたことを意味する。この両立は次のような意義を有する。

第一に、州というより広域あるいは高次における教育の意思決定〔英語に関するアカウンタ

ピリティ)と LASを選択した保護者(児童・生徒)の教育意思〔パイリンガリズム〕を両立

させたことである。什l民投票によって可決された提案227は、州レベルの直接民主制を通じた

教育の意思決定である一方、学区、学校といったよりローカルなレベノレ、あるいは保護者の教

育意思と異なることがあり得る。 TWIを実施し、アカウンタピリティを呆たしているチャ

ター・スクーノレは、こうした相違を保護者の選択を通じて学校レベノレで解消したことを意味する。

第二に、言語を争点、にした社会統合に関する長く激しい対立のなかで、英語を重視し、それ

を言語マイノリティの子どもたちに身につけさせること(アカウンタビリティ)は、必ずしも

英語のモノリンガノレ(イングリッシュ・オンリー)な社会としての自己規定に結びつくもので

はなく、英語とマイノリティ言語によるパイリンガリズム(イングリッシュ・プラス)にもと

づく社会統合の可能性を示したとことである。言い換えれば、パイリンガリズムは、英語を軽

視したり、十分習得しなかったりすることではなく、アメリカ社会における英語の重要性を踏

まえつつ、英語話者と言語マイノリティがともに英語を習得して英語の社会に参加すると同時

に、もう一つの(マイノリティ)言語の社会にも参加するという社会統合の理念である。 TWI

を実施し、アカウンタビリティを果たしたチャ ター・スクーノレは、そのような社会統合理念

としてのパイリンガリズムの実現可能性を示したと言えよう。
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7 双方向イマージョン・プログラムを実施するチャーター・スクールがアカウンタ

ピリティとパイリンガリズムを両立させた要因

(1)社会経済的条件を配慮したチャーターの更新基準の設定

LASの事例検討から明らかになったのは、パイリンガリズムを追求するチャーター・スクー

ノレがアカウンタピリティを果たしているかを評価する基準、すなわち、チャーターの更新基準

の重要性である。社会階層の低いマイノリティの児童・生徒が多くを占める学校の学力達成が

低いことは、コーノレマン報告制以後、広く共有された教育の現実である。そして、言語マイ

ノリティを主要な対象とする双方向イマ ジョン・プログラム (TWI)において、児童・生

徒の社会階層が低いのは自然なことである。したがって、そうした学校を公正に評価するには、

社会経済的な観点、からの評価が不可欠である。仮に、 LASに適応された基準 (4)のようにチャー

ター・スクーノレの置かれた社会経済的条件を配慮し、英語による学力達成を適切に評価しうる

基準が設定されていなかった場合、同様の社会経済的条件をもっ近隣の公立学校との比較にお

いて優れた成果を収めているチャ ター・スクールが存続できないことになる。この場合、

TWIを実施するチャ タ ・スクールにおいてはパイリンガリズムの追求が不可能となるこ

とを意燥する。したがって、アカウンタビリティとパイリンガリズムの両立要因の一つは、チャー

ター・スクーノレの社会経済的条件を考慮したチャーターの更新基準であったと言える。ただし、

上述したように、カリフォノレニア升|教育局は、学力達成の阻害要因を学校ごとにデ タとして

有しており、こうしたデータを用いてより確実にチャーター・スクーノレを含む各公立学校の社

会経済的条件を把握し、評価することが望まれる。

さらに、 TWIの成果が現われるには最低7年間という長期間の取り組みが必要であること、

TWIでは学年があがるにつれて効果を発揮するため、 APIのように年度ごとに全学年の成績

を合計する場合、高学年での好成績が低学年の成績で相殺される可能性があること、などを考

慮する必要がある。したがって、チャーター・スクールにおいてTWIプログラムのアカウン

タピリティをより適切に評価し、パイリンガリズムとの両立の可能性を高めるためには、評価

指標や算出方法についても検討が必要であろう。

カリフォノレニア州のチャ ター・スクール法の基盤となっている業績測定型のアカウンタピ

リティの限界は、チャーター・スクーノレの広範な活動に目配りし、より正確かっ包括的に評価

する契機をチャーターの認可・評価機関に与えないことであるとされる。しかし、実は、 LAS

には、こうした限界を踏まえ、価値観の多様性等を考慮し、継続性のあるプログラム評価型の

アカウンタピリティ刊を実現できる基盤がある。それは、カリフォノレニア州立大学サクラメ

ント校の教授陣が創設時から LASを支援しており、教員研修や児童・生徒の指導等を行って

いることである。カリフォ Jレニア州のチャーターの認可・評価機関は学区、郡、州の各教育委
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員会に限られているが、カリフォノレニア州立大学サクラメント校がそれに加われば、 LASの

重要な教育目的であるスペイン語能力の向上を評価の対象としたり、日常的、継続的に学力の

向上を評価したりすることができょう。カリフォノレニア・チャーター・スクール協会 (CCSA)

も大学をチャ ターの認可・評価機関に加えることを要望しているが町、パイリンガノレ教育

の専門性の重視や、チャーター・スクーノレによるパイリンガリズムの実現という観点からも、

カリフォルニア什lのチャーター・スクール制度の重要な検討課題といえよう。

(2)言語マイノリティ教育に関する教員の専門性

チャーター・スクーノレは、提案227が指向する英語のモノリンガリズムという教育理念の普

及・浸透のなかで、保護者の選択によってパイリンガル教育の実施が可能である。

しかし、 LASにおける双方向スベイン語イマージョ Y ・プログラム (TWSI)の創設の経

緯からも明らかなように、 TWSIを選択した保護者の多くが、当初からプログラムの意義、可

能性を十分に理解していたとは言えない。言語マイノリティも含め英語の重要性が広く共有さ

れ、さらに提案227の可決によって公教育における英語のモノリンガリズムが強調される状況

にあっては、教員がTWSIの教育理念・目的を保護者に説明し、理解してもらい、支持・選

択してもらうことが不可欠である制。

LASの取り組みは、第一言語であるスペイン語を否定され、低学力と貧困によって「歴史

的に不当に扱われてきた人々J(ラティーノ)の子どもの教育を、英語に関するアカウンタピ

リティが重視される状況のなかでどのように保障するのかに関わるものである。こうした歴史

的な文脈において、 TWSIに関する専門性の向上に裏付けされた教員の粘り強い働きかけによっ

て、保護者の教育意思が「英語による英語習得Jから、 iTWSIによる英語とスペイン語のパ

イリンガノレ・パイリテラシーJへと変化したことは、見逃すことの出来ない重要な事実である。

LASの教員たちは、英語を習得するためには第一言語(スペイン語)の習得が重要であると

いう言語マイノリティ自身が自覚していない、いわば潜在的な教育ニーズを、保護者の支持

(選択)を得ながらTWSIの設置やチャーター・スクールの開校といった公的なものにまで高

め、教育成果が認められてチャーターを更新し、アカウンタビリティを呆たした。己のプロセ

スに見られる教員の専門性が、アカウンタビリティとパイリンガリズムを両立させる重要な要

因であったと言うことができる。

逆に言えば、モノリンガリズムが普及、浸透している社会状況にあっては、このような教員

の専門性が選択制の公立学校であるチャーター・スクールでTWIを実施するのに不可欠であ

ることが明らかになったとも言えよう。
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8 結語

双方向イマージョン・プログラム (TWI)を実施するチャーター・スクーノレがアカウンタ

ピリティとパイリンガリズムを両立した意義とその要因について TheLanguage Academy of 

Sacramento (LAS)を事例に考察してきた。その意義としては、州という高次・広域レベル

における州民の教育意思(アカウンタピリティ)と LASを選択した保護者・児童・生徒の教

育意思(パイリンガリズム)を両立させたことであり、社会統合の理念としてのパイリンガリ

ズムの可能性を示したことと言える。しかし、「どのレベルでの両立か」との聞いは残る。こ

れに関して、 LASは、パイリンガリズムにもとづく TWIを実施しつつ、チャーター更新以後

も順調に API得点を伸ばし、州の目標点である 800点に迫っていることが確認できる問。

また、アカウンタピリティとパイリンガリズムの両立の要因としては、児童・生徒の社会経

済的条件を配慮したチャーターの更新基準の設定と言語マイノリティ教育に関する教員の専門

性があげられる。敷街すれば、後者の教員の専門性は、 LASが独立型チャ ター・スクーノレ

としてパイリンガノレ教員を確実に採用できる人事権をもち、財務、カリキュラム編成の裁量を

有することが基盤となって発揮された側面を見逃しではならないだろう。ただし、学区からの

自律性をもっチャーター・スクーノレ、特にほとんど学区に依存しない独立型のチャーター・ス

クーノレの経営は、専門的な立場から支援する組織(大学、 CCSAなど)との連携が重要にな

ると考えられる。こうした支援組織とチャーター・スクールとの連携については稿を改めて考

察したい。

注
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を参照のこと。

3) Edu阻 tionCode Section 300-340 
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ている「保護者の学歴得点Jから算出したものである。すなわち、「保護者の学歴得点」は、 1(非高卒)、
2 (高卒)、 3(非大卒)、 4(大卒〕、 5(大学院)の値をとるため、他白①から③の要因と同様に、。から

100の値にする必要がある。そこで、変換式二(5-1保護者の学歴得点目値J)X25に代入して得られる
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36)前述の BowlingGreenのElizabethAguirre校長は、 TWSIを実施する上で最も大きな障害は、
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A Charter School Implementing a Two-Way 
Immersion Program: The Significance and 
Factors of Compatibility of Securing 
Accountability and Realizing Bi1ingualism 

TAKIZAWA Jun 

The purpose of this paper is to clarify the significance and factors of compatibility of securing 

accountability and realizing bilingualism focusing on a charter 8chool implementing a two-way 

lmmerSlOll program 

In California， bilingual education programs in the public schools have been restricted by Proposi 

tion 227 since it was passed in 1998. In this situation， however， charter schools that are required to 

be accountable for the English language abilities and academic achievements in English can imple 

ment a two-way immersion program which is part of bilingual education 

In this study， The Language Academy of Sacramento (LAS)， a charter school in Sacramento， is 

examined as a case of charter school implementing a two-way Immersion program 

In 2008， Sacramento City Unified School District Boa吋 ofEducation evaluated吐1eeducational 

results of LAS and approved its charter renewal. This means that accountability required by Pro-

position 227 at the state level decision was compatible with bilingualism which parents and students 

of LAS sought. This also means the possibility of bilingualism for social integration 

In summary there seem to be two factors the charter school has for securing accountability and 

realizing bilingualism. First， the socio economic condition， which was considered in the criteria of 

the charter renewal 

Second， the fact that teachers developed their own professional abilities，田1dthey changed parents' 

mind getting their support and achieved accountability 
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